
 

 

背景・課題 

・ 寿田川町会は、宅地開発により平成 12年に

発足した新しい町会。分譲地の抽選で入ってき

た当時の 30 代現在が現在は 50代になり、その

子どもの世代が同居している世帯が多い。年齢

階層別人口（右記グラフ）を見ても 50代と 10

代後半から 20代前半にピークがあり、その他は

少ない構成になっている。 

・ 町会長の選出は、立候補がいない場合に各常

会から候補者を出す。候補者が話し合い、調整

できない場合はくじ引きで決める。公民館長な

どは常会の持ち回りになっている。 

・ 最近は役員ができない、役が回ってきたから

町会を辞める、と言う人も出てきている。 

・ 担い手となる人材の発掘や育成に関しては、 

仕組みとしてはなく、情報を集めている段階 

 

経過・取組内容 

・ 町会業務のデジタル化に関しては、「町会デ

ジタル委員会」を発足させ、会計や副町会長に

も入ってもらって、いろんな意見を言っても

らっている。課題を議論したり、町会としての

方向性を出したりしている最中。 

・ 町会長の提案で委員を募集したところ、一般

の住民から3人が参加に手を挙げた。仕事でホー

ムページを作成しているという 20 代の人も参加

している。 

・ 委員会の中では、町会の抱える現在の課題を

洗い出し、分類したうえで、それぞれの対応策

について、デジタル化を進めることで解決でき

る事項を拾い、解決方法に見合うソフトを探す

作業と、 課題を踏まえてのツールにおける機

能の洗い出し作業を行っている。機能としては

大きく分けて①迅速性はなく町民からのアクセ

スが主体のもの、②迅速性が必要でプッシュ通

信が必要なもの、と整理して検討をし、これら

を踏まえたうえで、各ソフトがこの条件に対応

するかどうかの検討を行っている。 

・ 先進町会の一つである北小松にも行って話を

聞いてきた。 

・ 「Jichi Navi」は町会として実施したいこと

と合致しているが、個別の設定をしないといけ

ないなどの「面倒くささ」はある。 

 

成果・課題 

・ 継続的に委員会で検討しながら、令和 8 年度

は実際に作り込むフェーズに入る。20 人ぐらい

で試行できれば良いと考えている。 

・ 持続可能にするには、運営する側の担い手を

作る必要と、使ってもらう人を増やす必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 ５ 町会業務のデジタル化 

事例５－５  

取組名 町会役員の負担軽減等に向けた取り組み  

町会名 寿田川町会 

町会 

データ 

・人 口／663 人 

・世帯数／236 世帯 

・高齢化率／15.99％ 

・町会加入数／227 世帯 

・隣組数／26 

取組概要 

町会業務のデジタル化を推進するにあたり、

「町会デジタル化委員会」を設置し、委員も公

募した。検討にあたっては、様々な観点から分

析を勧めている。 

【ポイント】手上げで委員を募集したうえで町

会デジタル委員会を組織し、町会が抱える課題

を様々な観点からを検討し、それに対応するア

プリソフトを検討している点 
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🔻町会の課題の分類とツールの条件分析 

▲町会の課題を踏まえ
たツールの機能･条件
の分類と条件の分析 

◀ツールの条件に対する
各ソフトの対応状況の分
析一覧（一部抜粋） 
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